
会　計　別 主な使い道 予算額 増減率（％）
国民健康保険特別会計事業勘定 国民健康保険加入者を対象とした医療給付 752,700 △ 1.4 
国民健康保険特別会計直診勘定 青垣診療所の運営 22,270 2.4 
介護保険特別会計保険事業勘定 65歳以上で要介護認定を受けた対象者への介護給付 606,300 4.7 
介護保険特別会計サービス事業勘定 地域包括支援センターの運営 6,140 △ 7.8 
後期高齢者医療特別会計 75歳以上の方を対象とした医療給付 80,900 0.0 

訪問看護ステーション特別会計 在宅介護支援サービスの提供 1,750 △ 0.6 

下 水 道 特 別 会 計 公共下水道や農業集落排水施設の維持管理・建設など 386,800 △ 3.9 
地方卸売市場特別会計 卸売市場の改修工事など 310 △ 86.0 
駐 車 場 特 別 会 計 月極・一時駐車場施設の管理 1,250 △ 13.8 
農業共済特別会計（収益的収支） 農業共済金、無事戻金の支払いなど 19,680 △ 7.4 

総　　　合　　　計 1,878,100 △ 0.2 

会　計　名 主な使い道   予算額    増減率（％）
 水道事業会計（収益的収支）浄水施設などの維持管理・水道施

設整備など
173,000   4.8

 水道事業会計（資本的収支） 151,100 △ 42.8

企業会計合計 324,100 △ 24.5

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計です。

① 一般会計 362億円 前年度比＋ 4.6%
福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計です。

※ [ 市債 ]

道路整備や学校建設など、一度に多くのお金が
かかる事業は、その年の収入だけでは賄いきれ
ないので、国や銀行等からお金を借りて実施し
ます。このお金を市債といいます。今年度の主
な事業として、一般廃棄物処理施設建設事業、
幼保一元化事業などがあります。

歳入

※ [ 公債費 ]

歳出

平成25年度の予算
　平成 25年度予算をお知らせします

特　集

まちのお金の使い方

消
防
費

② 特別会計 特定の事業を行うために一般会
計と区別して処理する会計です。
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。
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こ
れ
ら
の
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に
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③
「
歴
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芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
が
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吹
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ま
ち
」

④
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

⑤
「
信
頼
さ
れ
る
行
政
」

の
５
つ
を
基
本
姿
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を
も
と
に
、「
誇
り
の
も

て
る
住
ん
で
よ
か
っ
た
丹
波
市
」
を
め
ざ
し

て
、
着
実
に
取
り
組
み
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す
。

注 )  水道事業会計（資本的収支）の予算額は、収入と支出を比較し、多い方で表示しています。

＊当初予算合計＊　　　　　　　

582億2,200万円
一 般 会 計    362 億円 ( 前年度対比＋ 4.6％ )

特 別 会 計 　 187 億 8,100 万円 ( 前年度対比△ 0.2％ )

公営企業会計     　32 億 4,100 万円 ( 前年度対比△ 24.5％ )

地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、利子割交
付金、配当割交付金、株式等譲
渡所得割交付金、ゴルフ場利用
税交付金、地方特例交付金、交
通安全対策特別交付金

※［地方譲与税・交付金］

歳入全体に占める自主財源の割合
が高いほど、自主性・安定性があ
るとされています。

 自主財源　
市独自の収入　116 億 9,166 万円

 依存財源　
国や県からの補助など　245 億 834 万円

　今後の課題！
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計
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出
﹈
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サ
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建
設
事
業
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道
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計
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林
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助

金
交
付
事
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の
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対
比
8.6
％
の
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と
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て
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＊
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工
振
興
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業
の

増
額
に
よ
り
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前
年
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対
比
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６
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の
増
加
と
な
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ま
す
。

「自主財源」の比
率は 32％で、中
長期的にも市税
を中心とした自
主財源を増やし、
財政基盤を強化
することが必要
です。

市債（借金）の元金と利子の返済に要
するお金。平成13年度から公債費は
毎年度増加傾向にありました。しかし、
繰上償還を平成17年度から平成23年
度にかけて約120億円、平成24年度
には約20億円を行うことにより、市
債残高が平成17年度に比べ約120億
円減少する見込みです。

前年度対比
＋ 0.9％

＊
土
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付
金
等
道

路
整
備
事
業
、
辺
地
対
策
道
路

整
備
事
業
や
大
手
会
館
改
修
事

業
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、
前
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比
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＊
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設
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事
業
、
学
校
給
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備
事

業
な
ど
の
増
額
に
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り
、
前
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比
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＊
公
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繰
上
償
還
の
実
施

に
伴
う
利
子
効
果
額
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
1.1
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す

※歳出全体の
  28.6％を占める。

﹇
用
語
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説
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＊
地
方
交
付
税　

市
が
一
定
水
準
の
事
務
を
行
う
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が

で
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る
よ
う
、
自
治
体
間
の
税
収
の
差

を
調
整
す
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
。
使
い
道
は
、
市
の
自
主
性
に
任

さ
れ
て
い
る
。

＊
国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。
特
定

の
事
業
な
ど
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
た

め
、
使
い
道
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

＊
繰
入
金　

特
別
会
計
な
ど
一
般
会
計
以
外
の
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
や
、
積
み
立
て

た
貯
金(

基
金)

を
取
り
崩
し
た
お
金

な
ど
。

59 億 2,688
万円

衛生費　
35億 6,301
　　　万円

議会費２億 2,793 万円
商工費 9億 2,822 万円
労働費　　 7,010 万円
災害復旧費 1,250 万円
予備費　　 3,000 万円13 億 2,608 万円

そ
の
他

繰越金2 億円
その他１億 2万円

分担金・負担金3 億 8,652 万円
使用料及び手数料6 億円
諸収入10 億 5,296 万円

　　市債※

55 億 9,540
　　  万円

国・県支出金
49億 1,884
　　　 万円

地方交付税
128 億 5,000 万円

繰入金21 億 5,872 万円

地方譲与税・交付金※
11 億 4,410 万円

市税
71 億 9,344 万円

自主財源
32％

依存財

源
68
%

歳　入
362億円
（＋4.6％）

[ 市税内訳 ]

市  民  税　　29 億 3,311 万円
固定資産税    36 億 9,009 万円
軽自動車税       1 億 8,221 万円
市たばこ税      ３億 8,790 万円
入  湯  税　　　　　    13 万円

総務費　
40億 3,156
　　　 万円

     土木費
34 億 4,967　
　　 万円

　教育費　
38億 5,455
         万円

農林水産業費
24 億 2,532
万円

歳　出
362億円
（＋4.6％）

103 億 5,418
　　　  万円

民生費

公債費※
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中学３年生までの医療費が無料に
乳幼児・子ども医療費
助成事業
　子育て世代の経済的負担を軽減す
るために、乳幼児・子ども医療費の助成を行います（所
得制限あり）。
　平成 25 年７月１日からは、従来の入院費に加え、通
院費についても助成対象を中学３年生まで無料化します。
【予算額】２億 2,559 万円
●乳幼児等医療費助成事業　予算額１億7,770万円
●こども医療費助成事業　　予算額4,789万円
■対象者 /０歳児から中学３年生
■助成額 /保険適用の医療費にかかる自己負担額全額
■本人負担額 /なし　　　　　    国保・医療課 ☎ 82‐6690

    若者に魅力ある丹波市をめざします
人口減少・少子化対策プロジェクトチームの編成
　人口が減少しても、元気・活力を失わず、若者が夢を
もち、女性や高齢者が生き生きと活躍できる市をめざす
ために、プロジェクトチーム
を編成します。
　子育てや住まい・環境、雇
用など、様々な施策が関連す
ることから、部局横断的な組
織で取り組みます。

総合政策課 ☎ 82‐0916

平成25年度予算

通学路の安全対策工事
　昨年度実施した通学路緊急合同点検結
果を基に、ガードレール・外側線・歩行
者溜りなど、市道の交通安全施設工事を
実施し、児童の安全を確保します。
【予算額】2,000万円

「誇りのもてる
住んでよかった丹波市」
をめざして着実に取り組みます恐竜を活かしたまちづくり課 ☎ 77‐1887

丹波竜活用事業
　丹波竜をはじめとする世界的にも希少な化石などの価
値や意義、発見地の地層や景観などの「誇れる地域資源」
を全国に発信します。　【予算額】１億5,314万円

アップ

『丹波竜復元動画制作委託料』　予算額300万円

『丹波竜化石工房（屋外）壁面モニュメント
設置事業』　予算額500万円
『大手書店ブックカバー広告事業』　予算額152万円新たな取組みをピックアップ

②
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
・
魅
力
発
信

丹波市の魅力情報の発信
　現在、公式運用している丹波市フェイスブック「ええ
なぁ！丹波市」を活用して、市のイベントや身近な話題な
どを発信し、丹波ファンを獲得します。
　また、市民目線での情報発信強化や地域の魅力情報の共
有化を図るために、市民リポーターが地域のイベントや伝
統行事などを取材し、記事や写真を市ホームページに掲載

します。
　

　　　　　　　　　　　　　　　   総合政策課 ☎ 82‐0916 

新たな担い手農業者の支援事業
　農業参入に意欲のある事業者の経営感覚や販路を活用し
て、即戦的かつ経営力の高い農業の活性化を展開します。
【予算額】1,220万円

●企業等農業参入支援事業補助　予算額900万円
　市内に企業等の農業参入を推進することにより、新たな担
い手の確保や農地の有効活用、地域雇用の創出を図ります。

●６次産業活性化推進事業補助　予算額320万円
　農業者等が企業化あるいは企業と連携し、生産から加工、
販売、人材育成までを一括して行い、地域の中心的な経営
体として発展するための支援を行います。

森林資源の活用事業
　「森林の多面的機能を持続的なものとするために、地域と
ともに考え、地域の特性を生かした安全で活力ある水源の
森林づくりを進める」ことを基本理念とし、「災害に強い水
源の森林」、「持続的な森林経営をめざす森林」、「協働で育て
る森林」づくりをめざします。【予算額】２億6,430万円
　

新たな取組みをピックアップ

そ
の
他
・
商
工
振
興

[ 新規事業 ]　※カッコ内は予算額
特定不妊治療費助成事業（600万円）、防災行政無線デジタ
ル化 /青垣・山南地域（４億 4,323 万円）、観光戦略サポー
ト事業（500万円）、丹（まごころ）ワークサポートたんば（425
万円）、生涯学習基本計画策定（622万円）、丹波市 10周年
に向けた準備（51万円）、戸籍副本データ管理システム整

そ
の
他
・
教
育

新産業創造課 ☎ 74‐1464

備（561万円）、エコツーリズム実証事業（105万円）、
ＬＥＤ防犯灯取替事業補助金（3,000 万円）、未熟
児養育医療事業（80万円）、教育情報化事業（9,011
万円）、小学校直圧給水方式モデル事業（630万円）、
交通安全教室（100万円）、テレビ会議システム機
器更新（1,295 万円）、グリーンカンパニー創設事
業（368万円）、丹波市サッカー場整備に係る調査
（100万円）　ほか

新  

商工振興事業
　市内商工業者を直接的、間接的にサポートすることに
よって、経営の安定と市内商工業の振興を図ります。

橋りょう長寿命化事業
　橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、計画的な橋りょ
うの修繕に着手します。
　道路交通の安全性を確保するうえで、これまでの事後
保全的な対応から、計画的かつ予防的な対応に転換し、
橋りょうの長寿命化によるコスト縮減を図ります。
【予算額】1,500万円

①
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
安
全

鹿肉の需要拡大を図ります
シカの有効活用に係る事業
　年間約2,000頭が駆除されているシカ
を市内の地域資源と捉え、一般的な食
材（鹿肉）や加工品として有効活用することで、需要の拡大を
図り、商業振興と誘客に繋げます。【予算額】4,300万円　
【事業のポイント】
①鹿を分別・解体する収集分別処理施設を設置します。
②鹿肉の小売価格を抑制するための奨励金を取扱店に交付します。
③「自然」「環境」「食材」「健康」「産業」などの視点から、
オリジナル性のある「鹿肉活用」を図り、情報発信します。

農林整備課 ☎ 74‐1707

新  

新  

『木質バイオマス利活用施設整備補助金』予算額１億500万円
地域内の未利用材木質資源を活用するための木質バイオマス供給
施設の整備に対して支援します。
『路網整備促進補助』　予算額1,200万円
「森林経営計画」に基づき、造林事業を実施する地域の林道整備に
対して支援します。

②
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
・
商
工
振
興

②
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
・
林
業
振
興

②
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
・
農
業
振
興

　　 新たな取組みをピックアップ

新  

新  

新  

③
歴
史
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
が
息
吹
く
ま
ち
・
魅
力
発
信

⑤
信
頼
さ
れ
る
行
政
・
人
材

信頼される職員をめざして
　資源としての “ひと (組織・職員 )” の力が最大限に発
揮できるように、自己啓発（自学）、職場研修、職場外研
修はもちろんのこと、職場の環境、仕事の管理・運営、
人事管理までをも含めて、めざす職員像の実現に取り組
みます。 
　さらに、職員不祥事の再発防止にむけ、ＯＪＴでの倫
理研修の徹底や、平成24年度に制定した「丹波市職員憲
章」の定期的な唱和など、全職員が一丸となって倫理意
識の向上に取り組みます。

職員課 ☎ 82‐0722

太陽エネルギー促進と地域経済活性化をめざします
新・省エネルギーの普及事業

　太陽エネルギー設備導入の一部を補助します。
【予算額】1,095万円
●太陽光発電システム導入に対する補助　予算額960万円
●太陽熱利用システム導入に対する補助　予算額60万円
　

　　  新たな取組みをピックアップ
新たな取組みをピックアップ

新  

 今年度から建設工事に着工します
一般廃棄物処理施設建設事業
　新しいごみ処理施設で一体的にごみ処理を行うことに
より、廃棄物の適正な中間処理とコスト縮減を図りつつ、
安全・安心な市民生活の確保と資源循環型社会の構築を
めざします。

④
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
・
環
境

④
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
・
環
境

本年度から柏原・氷上学校給食センター調理業務を民間
委託します　学校給食運営基本計画

　今後の学校給食のあり方に
ついての方向性を定めた、「丹
波市学校給食運営基本計画」
に基づき、平成 25年度から柏
原・氷上学校給食センターの
調理業務等を民間委託します。
また、平成 26 年度から山南

地域の学校給食を柏原・氷上学校給食センターで調理し、
配送する予定です。
【予算額】１億6,966万円

学校給食課 ☎ 82‐4194 みをピックアップ

『中小企業経営改善資金信用保証料補助金』　予算額1,325万円
中小企業資金融資制度の拡充と経営改善資金に関する信用保証料
の補助を創設します。

新たな取組みをピックアップ

●プレミアム商品券発行支援補助金　予算額5,500万円　　
●地域資源等を活用した新商品ＰＲ広告料　予算額665万円
●新規起業者支援事業補助金　予算額1,243万円　　　
●市内企業景況調査委託料　予算額97万円
●中小企業資金融資制度預託金　予算額４億円

総合計画策定
　丹波市総合計画（H17-H26) が、平成 26年度をもって
計画期間が終了することから、平成 27年度を初年度とす
る第２次丹波市総合計画を策定します。

新規

新規

新規

新規

新規

拡充

そ
の
他
・
ま
ち
づ
く
り

拡充

拡充

拡充
拡充

拡充

継続

拡充

丹波市フェイスブックでは、毎
日、旬の情報を掲載しています。
フェイスブックに登録していな
くても閲覧できます。

新規

若手職員も積極的に起用し、全
庁体制でのぞみます

平成 25年度は、基本
構想・基本計画素案
の策定を行います。

【予算額】1,084万円

総合計画審議会のようす

５つの基本姿勢をもとに

自然エネルギーの可能性について、市民や施工業者等
に対して調査を行い、効率的な補助制度のあり方等を
検討します。
　　　　　　　　　　　        環境政策課 ☎ 82‐1290

『自然エネルギー等に係る活用調査業務』　
予算額75万円

 管理課 ☎ 74‐2653

環境整備課 ☎ 82‐1292

農業振興課     ☎ 74‐1465総合政策課 ☎ 82‐0916

農業振興課     ☎ 74‐1465
新産業創造課 ☎ 74 - 1464
観光振興課     ☎ 74‐1149

新たな取組みをピックアップ

（仮称）丹波市クリーンセンター建
設工事イメージ図

　平成25年度は（仮
称）丹波市クリーン
センター本体の建設
工事に着工します。
【予算額】
６億2,739万円

イメージ図ですので、実際とは多少異なる
場合があります
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［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ
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[

テ
ー
マ]

　

4
月
1
日（
月
）に
、全
職
員
に
向
け

て
市
長
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。今
年
度

は
、丹
波
市
発
足
以
来
最
多
と
な
る
新

規
採
用
職
員
18
人
を
採
用
し
、全
職
員

６
６
２
人
で
新
た
な
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

私
は
、市
長
訓
示
に
あ
た
り
、職
員
に

次
の
三
点
に
つ
い
て
指
示
し
ま
し
た
。

　

１
点
目
は
、水
道
部
職
員
に
よ
る
虚

偽
有
印
公
文
書
作
成
の
事
実
が
判
明

し
、警
察
に
告
訴
す
る
事
態
に
な
っ
た
こ

と
、さ
ら
に
、教
育
委
員
会
が
担
当
し
ま

す
幼
保
一
元
化
に
伴
い
、認
定
こ
ど
も

職
員
へ
の
訓
示

ー
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
新
年
度
の
心
構
え
ー

園
の
法
人
に
対
し
て
補
助
金
の
不
適
切

な
支
出
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
受
け

て
、職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
公
務
員
と

し
て
の
倫
理
観
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、事
務
処
理
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

再
発
防
止
に
努
め
る
よ
う
厳
し
く
指

導
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
事
務
を
執
行

す
る
う
え
で
、判
断
に
甘
さ
が
あ
っ
た

こ
と
、ま
た
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法

令
順
守
）の
意
識
が
欠
如
し
て
い
た
こ

と
が
こ
の
よ
う
な
事
態
を
ま
ね
い
た
と

考
え
て
い
ま
す
。新
た
な
体
制
の
も
と

そ
れ
ぞ
れ
が
職
責
を
完
遂
す
る
こ
と

で
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
回
復
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
は
、出
勤
時
に
足
が
重
い
よ

う
で
は
よ
い
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。「
よ

し
、今
日
も
頑
張
る
ぞ
」「
市
民
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
を
す
る
ぞ
」

と
い
っ
た
思
い
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。論
語
の
中
に
、孔
子
曰
く「
こ
れ
を

知
る
者
は
こ
れ
を
好
む
者
に
如
か
ず
、

こ
れ
を
好
む
者
は
こ
れ
を
楽
し
む
者
に

如
か
ず
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り

は
、「
よ
く
知
る
人
も
好
む
人
に
は
勝
て

な
い
、好
む
人
も
楽
し
む
人
に
は
勝
て

な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。職
員
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
職
務
を
好
み
、

さ
ら
に
は
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と

が
、よ
り
よ
い
市
政
運
営
に
つ
な
が
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

３
点
目
は
、少
子
高
齢
、人
口
減

少
社
会
を
迎
え
、こ
の
こ
と
が
、丹
波

市
に
お
い
て
も
、現
在
、目
前
に
抱
え

る
最
大
の
課
題
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

「
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
問
題
は
、

国
内
で
も
多
く
の
自
治
体
が
抱
え
る

共
通
課
題
で
あ
る
か
ら
仕
方
が
な
い
」

「
若
者
が
市
外
に
出
て
行
く
の
は
時

代
の
流
れ
」で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
最

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。少
子
高
齢
、

人
口
減
少
社
会
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、急
激
な
人
口
減
少

の
流
れ
を
緩
和
し
、例
え
人
口
が
減
っ

て
も
元
気
・
活
力
を
失
わ
ず
、若
者
が

夢
を
も
ち
、女
性
や
高
齢
者
が
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、本
年
度
、「
人
口
減
少
・
少

子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を

立
ち
上
げ
、総
合
的
に
人
口
減
少
・
少

子
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。こ
の
問

題
は
、子
育
て
、雇
用
、住
ま
い
環
境
な

ど
関
連
部
署
が
多
岐
に
渡
る
た
め
、部

局
横
断
的
な
組
織
を
つ
く
り
、全
庁
体

制
で
諸
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

今
後
の
職
員
の
発
想
力
、企
画
力
、

実
践
力
に
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
職
員
の

仕
事
ぶ
り
に
注
目
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、本
年
度
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「中兵庫信用金庫」様より
東日本大震災義援金をお預
かりしました

　３月 29日（金）、中兵庫信用金庫　
足立厚郎理事長より、東日本大震災義
援金として 1,000 万円をお預かりしま
した。多くの市民のみなさんからお預
かりした義援金とともに被災地へ送り
お届けさせていただきます。

　　　　　市債は、地方公共団体が財政上必要とする
資金を国や金融機関などから長期にわたって借り入れ
るお金です。

　　　　　平成 25年度末見込みで一般会計 358 億円、
特別会計と公営企業会計（水道事業会計）を含めると全
会計の合計は810億円となります。合併後に毎年繰上償
還を実施しているため、平成 16年度末から 251億円減
少しています。また、市民１人当たりの平成 23年度末
市債残高は53万円で、類似団体（平成22年度末47万円）
と比較すると６万円上回っており、後世への負担を少し
でも軽減するために、繰上償還を実施し、地方債残高が
増加しないよう発行額の抑制に努める必要があります。

市の借金（市債）は？

　　　　　基金には、財政を健全に運営するた
めに、年度間の財源を調整する「財政調整基金」
と将来の市債の償還（借金返済）に向け計画的
に積み立てる「減債基金」、地域づくりや学校整
備など特定の事業のために資金を積み立てる「特
定目的基金」の３つがあります。

　　　　　合併後、合併特例債（借金）を借りて地
域振興基金を 40億円積み立てた後、平成 20年度、21
年度に基金を取り崩したため基金残高が減少しました
が、平成 22年度以降は増加傾向にあります。平成 22
年度からは、歳計剰余金を地域振興基金として積み立
て、翌年度以降の地域振興事業の財源として活用して
います。平成 27年度以降の普通交付税の減少に備え、
財政規模に対応した基金残高の維持確保が必要です。

市の貯金（基金）は？

解 説　 解 説

分 析

分 析

１39 億円
QQ

基金残高（平成23年度普通会計決算額）
を市民1人あたりに換算して他市と比較

市債残高（平成23年度普通会計決算額）
を市民1人あたりに換算して他市と比較
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＊市民１人あたりの予算

＊対象者１人あたりの予算 ※2010年農林業センサス、平成24年度学校基本調査、学校給食基本調査の資料を基に算出しています。

農家（一戸）に 学校給食利用者に

315,746円
（市負担258,715 円 ）

620,367円
（市負担543,528 円  ）

261,448円
（市負担127,782 円  ）

141,155円  
（市負担77,122 円   ）

1,933,250円 
（市負担610,727 円  ）

保育園児に 幼稚園児に 小学生に

123,399円
（市負担121,643 円 ）

中学生に

交通安全対策に 議会運営に

487円
（市負担435円 ）

68,833円 
（市負担47,548 円）

13,456円 
（市負担11,570 円）

19,224円  
（市負担11,565 円）

7,311円
（市負担1,171 円 ）

3,304円
（市負担3,304 円  ）

21,385円  
（市負担8,915 円）

道路や橋に 河川整備に

社会福祉に

9,055円
（市負担9,044 円 ）

支所の管理に

商工観光に

消防活動に

1,016円 
（市負担676円 ）

雇用・労働に

災害対策に

「
市
の
財
政
状
況
が
大
変
」
っ
て
言
う
け
ど

大
丈
夫
？　

み
ん
な
が
気
に
な
る
お
金
の
こ
と

市民１人あたりの
予算はいくら？予算はいくら？
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810億円

2,026円  
（市負1,533 円 ）
2,026円 

（H25年度末見込） （H25年度末見込）

（
万
円
）

くらしと予算Pick Up 市民・対象者１人あたりの予算をチェック！

事業費を平成 24年 12 月時点の住民基本台帳で除しています。
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